





















































































































































































4) Gore (1973J， p.167. 




8) Gore (1973J， p.168. 
9 )以下の誠実性に関する記述や引用は，主にPham(1984J pp.115-1l6からのものであ
り，それ以外からの引用や記述だけ，注に示す。
10) Gore (1973J， p.170.なお，これは， Plevin氏に代表される見解であり，ゴレ氏自身の
ものではない。
11)早稲田大学フランス商法研究会(1982J，1138頁。





















































































































1) Dictionnaire de la Comptabilite 0984J p.21. 
2) Dictionnaire de la Comptabilite 0984J p.5l0. 
3) Dictionnaire de la Comptabilite 0984J p.5l0. 
4) Dictionnaire de la Comptabi1te 0984J p.311. 
5) Dictionnaire de la Comptabi1te 0984J pp.38-39. 
6) Dictionnaire de la Comptabi1te 0984J pp.665-668. 














現金 90 資本金 100 仕入 100 売上 90 
商品 30 利益 20 利益 20 棚卸増減額 30 
現金 仕入 売上
繰越 100 仕入 100 現金川損益 100
売上 90 残 90 
商品 商品棚卸増減額
















































現金 100 仕入 7ヶ
商品 3ヶ 棚卸増減 3ヶ
現金 仕入 売上
繰越 100 仕入 100 現金10ヶ|損益10ケ 損益 7ヶ|現金 7ケ
売上 90 残 90 
商品 商品棚卸増減



















































































設高)一(仕入十商品棚卸増減額+その他の外部費用)である (Helfer& Maeder [1980J 
p.20)。











































































































1) Nobes [1980J， p.3. 
2 )黒田[1989J，60頁。
3) Nobes [1980J， p.2， Tyra [1970J， p.93. 
4) Nobes [1980J， p.2， Tyra [1970J， p.93. 
5) Most [1971J， p.15，中村[1976J26~29頁。
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~1) 山口幸五郎編 0984Jr EC会社法指令』同文舘。
ω 若杉明稿 0989JI期間損益計算原則としての原価評価・実現基準の再検討」企業会計41
巻 6号。
ω 早稲田大学フランス商法研究会 0982Jr注釈フランス会社法』第 3巻成文堂。
付記 本稿は，昭和63年度文部省科学研究助成金(奨励研究A)による研究成果の一部
である。
